
令和２年度事業計画
令和2年4月1日から令和3年3月31日まで

公益社団法人日本木材加工技術協会

公益目的事業１（公１）：

木材加工・利用技術に関する調査・技術開発を行うとともに、学術大会（年次大会）・

講習会・講演会等の開催及び部会・委員会の活動を通じて学術の振興、技術の向上及び普

及を図る。

（１）学術大会（年次大会）の開催事業

第38回年次大会を令和2年9月28日（月）～29日（火）、岐阜大学サテライトキャンパ

ス（岐阜市）において開催し（担当：中部支部）、特別講演会・研究発表会を実施する。

これにより木材加工・利用に関する学術の振興、技術の向上に努める。

（２）講習会・講演会等開催事業

木材加工・利用に関する各種講習会・講演会等を開催し、技術者等を対象に新しい知

識・技術の普及を図る。

本部及び各支部において、以下の講演会、シンポジウム等を開催予定である。

本 部：社員総会時講演会

第44回木材の実用知識講習会

北海道支部：支部総会時講演会

中 部支部：第16回ウッド・グッド・イブニングセミナー

第14回ワンコインセミナー

第15回ワンコインセミナー

関 西支部：企業若手技術者発表大会

ウッドサイエンスセミナー

第36回木質の利用シンポジウム

中 国支部：木造建築物講習会

九 州支部：特別講演会（支部総会時）

支部講演会

（３）部会・委員会事業

以下の３部会において、技術者等を対象に講演会・講習会等を開催し、各専門分野に

おける新しい知識・技術の普及を図るとともに、各分野の発展に資する。

合板部会：2020年度合板技術講習会

木質ボード部会：第29回木質ボードシンポジウム

木材・プラスチック複合材部会：第23回定期講演会

（４）調査・技術開発事業

予定されている補助事業、委託事業はなし。



公益目的事業２（公２）：

機関誌・図書の刊行、木材標本の製作・頒布及び顕彰事業を通じ、木材加工・利用技術

の収集・蓄積及び啓発啓蒙を行うとともに、収集・蓄積した専門技術をもとに専門技術者

の育成と資格認定を行い、木材産業の振興を図る。

（１）機関誌の刊行事業

機関誌「木材工業」第75卷5号～第76巻4号を刊行する。第75巻11号は、特集号を刊行

予定である。

（２）木材加工技術に関する図書の刊行・頒布事業

「日本の木材」、「北米の木材」、「世界の有用木材300種」、「最新木材工業事典［新版］」、

「木材工業USB（木材工業 第1巻～第73巻を収録）」等を頒布する。

（３）木材標本の製作・頒布事業

「日本産主要樹種木材標本」を頒布する。

（４）木材加工・利用技術の専門技術者の資格認定に関する事業

第56回木材接着士資格検定試験を東京（本部）、名古屋（中部支部）、真庭（中国支

部）で実施し、合格・登録した者を木材接着士と認証し、木材接着技術者の育成を図る。

第28回木材乾燥士資格検定試験を旭川（北海道支部）、東京（本部）、大阪（関西支

部）、福岡（九州支部）で実施し、合格・登録した者を木材乾燥士と認証し、木材接着

技術者の育成を図る。

第13回構造用集成材管理士資格検定試験を東京（本部）で実施し、合格・登録した者

を構造用集成材管理士と認証し、構造用集成材に関わる技術者の育成を図る。

（５）専門技術者を養成するための講習会を開催する事業

木材接着に関わる技術者を養成するため、令和2年度木材接着講習会を東京（本部）、

名古屋（中部支部）、真庭（中国支部）において開催する。

木材乾燥に関わる技術者を養成するため、令和2年度木材乾燥講習会を旭川（北海道

支部）、東京（本部）、大阪（関西支部）、福岡（九州支部）において開催する。

構造用集成材に関わる技術者を養成するため、令和2年度構造用集成材の製品計画及

び製造に関する講習会を東京（本部）において開催する。

（６）顕彰事業

わが国の木材加工・利用に関する技術に貢献した業績に対し、第65回木材加工技術賞

を授与する。また、わが国の木材産業の発展に寄与する新しい研究・技術開発の業績に

対し第19回市川賞を授与する。

その他の事業（相互扶助等事業）：

（１）海外研究活動特別助成事業

わが国の木材加工・利用技術の普及と諸外国の技術の情報収集を行うため、令和2年

度内における会員の海外における研究集会参加や調査等の活動に対し助成を行う。




